　霧雨魔理沙の機嫌が悪いのは今に始まったことではないが、とにかく彼女の機嫌は日に日に悪くなる一方で、やはり今日も機嫌が悪かった。

　その理由は……

「そう。そこで一度止めて、向きを変えて……」

「ああ、なるほど」

　これだ。

　十六夜咲夜。紅魔館のメイドで、レミリアの恋人（と、レミリア本人が言いふらしていた）。

　そして今、最も邪魔な敵！

　それがいつだったかは既に記憶の遥か彼方だが、数日前に想い人の家でくつろいでいた時であったことは覚えている。

　ソファに寝転がり、クッションを抱きしめていた。好い香りだ。彼女の香りだ。まるで彼女が傍に居るかのようで顔が紅くなり……同時に自分は変態ではないと心の中で言い訳をしたりしていた。

「魔理沙、いつまでもゴロゴロしてないで少しは手伝いなさいな」

「あー？　良いじゃないか、ゴロゴロしても」

「まったく。いつもいつもタダ飯ばっかり食べに来て……なのに手伝いもせずにゴロゴロゴロゴロ……あなたはネコなの？」

「ネコはお前の方が似合うぜ」

　何気なく返したつもりだったが、言ってから、想像してしまった。やばい、可愛い。ってか鼻血出そう……

　脳内で展開される彼女のネコ姿。頭の上で揺れるネコ耳に、お尻の辺りでゆらゆらと揺れる尻尾。少しきつめの目つきで………ああ、いやいや、とろけるくらいの甘ったるい瞳でこちらを見つめ、そしてまさしく猫なで声で。

『まりさぁ……』

「ふおぉぉぉぉぉ！！！」

「ちょっと魔理沙、うっさいわよ！」

　思わず全身の血が滾りそうになるのを理性で必死に抑え、ああ、すまない、と返す。

　彼女は、なにをやってるんだか、と小さく呟いた。

　魔理沙は自分に言い聞かせる。落ち着け、落ち着んだ霧雨魔理沙。変に騒いで追い出されては元も子もない。せっかくの二人きりの時間だ、ゆっくり堪能しようではないか。少し前こそは彼女の文句も多かったが、最近では諦めたのか、文句も四言、五言と減った。頑張った証拠だ。

　どこぞの腋巫女は散々ヘタレヘタレと罵ってきたが、見ろ、この現状を！　ヘタレの汚名を返上したのだ！　この霧雨魔理沙様が本気を出せばこんなものなのだ！！　やーいやーい、ザマーミロ腋巫女め！

「ちょっと魔理沙、誰か来たみたいだから出てくれない？」

「あ、ぁ、あぁ」

　自分の思考にひたすら耽っていた魔理沙はその声で一気に現実に引き戻される。客人が来たとの事だ。誰だろう、こんな森の中に？　まさか人ではあるまい。里の人はこの森がどれだけ危険かは解っている筈だ。

　ならば暇な妖精か？　少なくとも年中忙しい妖精など、紅魔館の料理係と門番係以外は知らないが。

　二人きりの時間を邪魔された気分で、何となく苛立った気分でドアへと向かい、開けた先は、

「あら、今晩は、白黒さん」

　なんと人間だった。それもメイド服では無い紅魔館のメイド長。

　それから数日。咲夜はここ、アリス・マーガトロイド邸に宿泊している。

　はっきり言えば、羨ましい！

　一緒に食事をすることは頑張って何とか成功したのだが、そこから先はまだ一歩も踏み出せていない。それどころか手を握ったことさえない。一度やろうとしたが、「気持ち悪いわね」の一言でばっさりと切り捨てられてしまった。実はその日から丸々一ヶ月の間、ショックで泣き濡れていたことは、パパラッチ天狗も知らない彼女だけの秘密だ。

　そんな魔理沙にとって、アリスと一緒に寝泊りするということは想像するだけでも困難であり、同時に洒落にならないほど羨ましいのである。

　一度だけ、かつて一度だけ一緒のベッドで、それも魔理沙宅で寝たことがある。アリスが疲れ切ったので「わたしの家で寝るか？」と尋ねたらイエス、と返ってきたのだ。

　あの時は幸せだった。

　なにせ月の民への対策を考えるはずが、次にアリスが目を覚ますまでの間、ずっとアリスの顔を眺めていることができたのだから。

　無論、月の民への対策など思いつくはずがなく、アリスに一任して怒られたこと、弾幕はパワーだぜ！　といつもの様にはぐらかしたことは言うまでも無い。

「ねぇ、こんな感じでいいかしら？」

　カタカタ、カタカタ……

（近い……！）

　カタカタ、カタカタ、カタカタ……

「うん？　ああ、そうそう。いい感じよ」

　カタカタカタカタカタ………ミシンの音が二人を包む。

（あぁぁあぁぁぁぁ近い近い近い……！！！）

　アリスの研究室で、二人は寄り添う様にソファに座っている。それを見つめる魔理沙は少し離れたところで椅子に座っているだけ。

　しかし頬と頬が触れ合いそうなその距離。もはや気が気ではない。

　咲夜が来てからの数日は、ずっと二人の傍で咲夜が変なことをしないか監視しつつ、来るべき未来のためにアリスの人形達に自分のことを「お父さんだ、お・と・う・さ・ん」と教え込んでいたが（初日に開始十分でアリスに「うるさい」と追い出された）、もう我慢の限界だ。一度ガツンと言ってやらなければ気がすまない。

「やい、お前ら！！」

　ダン！　と強く床を踏みしめ、立ち上がる。

　アリスと咲夜は何事かと、こちらに顔を向けた。アリスの表情があまりにもどうでも良さそうだったのは、全力で見ないことにした。

「何かしら、魔理沙？」

　アリスの碧い瞳が魔理沙を貫く。ああ、綺麗だ、と魔理沙は場違いなことを考えていた。その瞳に射られてゾクゾクする。自分に被虐属性があるとは思いもしなかった。

と、そんなことを考えている場合ではない。魔理沙は気を引き締め直して二人を見下ろし、

「………………」

「…………………」

「うぅ……」

　二人の視線に圧倒された。

　出そうと思っていた言葉が出ない。

「魔理沙？」

　アリスが先を促そうとする。

　どうしたものか、どうしたものか。

　散々迷った末に魔理沙が行き着いた先は、

「………お、お茶でも……どうだ？」

　ヘタレ極まるものだった。

「何だか、ごめんなさいね？」

　謝る咲夜に、なにが？　とアリスは首を傾げる。

「ワタシの性で、魔理沙と貴女に迷惑をかけているみたいで……」

「ああ、そういうことね」

　咲夜が申し訳無さそうな顔をして、魔理沙が持ってきた紅茶を啜る。

　魔理沙はというと、紅茶を持ってきてすぐ、「アリスの浮気者おおお！！」と心の中で叫び、霊夢のところへと向かって行った。恐らくは、夕食の時間まで帰ってくることはないだろう。

「別にいいのよ。たまにはアレぐらいのことはしてやらないとね」

　済ました表情で、しれっと言う。

「何かとあいつはヘタレなのよ。今までの間に折角何度も機会を作ってあげたのに、それでも何もしてこない、何も言わない。少しぐらいはこうやって揺さぶった方が効果的だわ」

　優雅な動作で、何気なく口に出したその内容は、美しいという言葉が似合う、どこか鋭ささえ感じる美しさを持つ彼女が口にするには、妙に可愛らしいものだった。

　アリスの外面と内面とのギャップに、咲夜は思わず小さく笑ってしまった。

「思ってたより、可愛いこと考えてるのね、貴女」

「あら、そうかしら？」

　ふふっと小さな笑みを浮かべ、アリスは返す。

「私から見れば、貴女の方がよっぽど可愛らしいわよ？　今ごろ紅魔館の主はどうしているかしら？」

「あ………」

　アリスの言葉で、なるべく意識的に考えないようにしていたことを思い出す。

　レミリア・スカーレット。咲夜の主人にして、紅魔館の主。

　多分、恐らく、いや確実に、今ごろは情けないことになっているに違いない。その様がありありと想像できて、その情けなさのあまりに、少し泣きたくなった。

　館を出る前にあれほど言い聞かせ、さらには親友とも言える美鈴に色々と託してきたが、恐らくは望み薄だ。

「自分から少しの間距離を置いて、久しぶりに帰ったところに『これ』ですものね。ふふ、あの吸血鬼も浮気は一生できないかも。貴女って、意外と束縛したいタイプだったのね」

「え？！　あ、いや、そんなことは……」

「あら？　別に謙遜することないわよ。人に限らず、みんな、大なり小なりそういう気持ちを持っているもの。当然、私だってね」

　さり気なく恐ろしいことを、アリスは事も無げにしれっと言い切る。

　妖怪が言うようなことだろうか。咲夜は少し思ったが、思い返せばかなり前の宴会で、アリスが元魔界人だと聞いたことがある。人は人でも魔界出身だが、やはり普通の人と考えも大して変わらないのかもしれないと、自分を納得させた。

　だからと言って、アリスの答えを肯定するつもりでもないが。

「あのね、私は別に……」

「さ、続きをしましょ。あと一日しかないんでしょ？　貴女のご主人様は、それを見せたらどういう顔をするのかしらね？」

　逸らされた。完全に話を逸らされたが、それにあっさりと掛かる自分も何だか情けない。

　そうは思っても、あの主の姿を思い出してしまうと、しばらくの間は消せそうにない。

　あの声、あの顔、あの雰囲気。

　離れていようとも鮮明に思い出せる、あの高貴なる姿。

　カリスマが溢れる絶対的自信に溢れたあの姿。

　その癖、二人きりになるとカリスマの欠片も無くなるあの姿。

　何だかやけに、あの人を思い出してしまう。何故かと考えたとき、あっさりと答えに行き着いた。

　ああ、そうだ。自分は今、少しばかり寂しいのだ。

　悔しいが、認めざるを得ない。たった数日の間離れているだけで、こんなにも逢いたい気持ちが膨らんでいるのを。

　

　咲夜は知らぬ間に、少し寂しく、笑っていた。

「大丈夫よ、貴女がお望みなら今晩中にでも完成させられるから」

　アリスが励ましなのか、それともからかいなのか、微妙に判断の付き辛い口調で呟いた。咲夜はきっと前者だろうと受け取り、

「ありがとう」

　頷き返した。

「本当に、ありがとうね」

　早朝。

　マーガトロイド邸前にて、咲夜はまだ明けぬ空を背に、アリスに礼を言う。その手には紙袋。

「貴女には感謝しているわ。掃除や食事はすることがあっても、どうも裁縫とかはあまりやったことがないから……」

「あら、そんなの気にしなくていいのよ。良い茶葉も貰った事だし」

　言いながら、咲夜が来た日に貰った上等の茶葉を見せる。中々に値が張る物で、魔法の研究に費用を割くことが多い魔法使いとしてはそうそう簡単に手が出すことができないない代物だ。アリスにとっては充分な礼だと言える。

「それよりも、早く戻ったほうが良いのではなくて？　貴女の主が床についてしまうわよ」

「大丈夫よ。今日のお嬢様は、きっと丸一日中起きていらっしゃるだろうから」

――目をぎらぎらと光らせ、咲夜の帰りを今か今かと待ち望むレミリア。

「………ぷっ！」

「……っく、っくくく……」

　あまりにも容易くその姿が想像できてしまい、二人して肩を震わせて笑った。

　

　ちなみに、魔理沙は昨夜の夕飯時に帰って来、今はアリスの部屋で眠りこけている。まだしばらくの間は起きる気配が無い。

「それじゃあ、私はもう行くわね」

「ええ。時間がある時にいつでもいらっしゃい。今度は美味しいケーキでもご馳走するわ」

「それは楽しみね」

　ふわり、と咲夜は体を宙に浮かせる。スカートとは違いジーンズなので下着が見えるということはない。尤も、この幻想郷にそんなことを気にする輩がいるのかどうかは危ういが。

「色々と有難う。それと、魔理沙に貴女を独占したことを謝っといてもらえないかしら？　たぶん、少し恨まれてるから」

「ちょうど良いから、このまま放っとくわ。たまにはお灸を据えてやらないと」

「大変な人に惚れられたものね」

「お互い様よ」

　暗い空に照らされて、二人は見つめ合う。

　咲夜は、アリスの瞳の中に移された星々の輝きを見つけた。

　アリスは、咲夜の奥にある暗い輝きを見つける。

　そのまま二人は背を向け合い、離れた。

　さあ、急いで帰ろう。咲夜はスピードを上げる。

　徹夜をしたせいか、体は重い。しかし対照的に、心は異常なほどに軽い。ここから紅魔館まで一時間以上掛かるが、それでも朝はまだ明けないだろう。ひょっとしたら今頃は、あの親友が門の前に居るかもしれない。なら彼女から先にこれを上げるのもいいだろうか。うん、いいかも知れない。

　しばらくは夜勤な上に朝はメイドたちの仕事を請け負ってくれたのだ。明日辺り、お礼も兼ねて一緒に昼食を摂ろう。

　そう言えばパチュリー様は何をしているんだろう。屋敷を出る前に漫画を描く、とか言っていたが、手をつけていなさそうな気がするのは何故だろうか。

　フランドール様は……美鈴が居るから問題はないか。警備の邪魔をされているかもしれないが、そうだとしても彼女の部下の妖精――確か、シラリーとコタラーだったか。詳しくは知らないが、美鈴が手元に置いておく位だ、便りになると見ても良いだろう―――飽くまでも妖精の中では。

　クレートとウォーテス。クレートに至っては特に心配していない。いざとなれば美鈴がいる。しかしウォーテスはどうだろうか。正直、若干心配が残る。変なことをしていなければ良いが。

　そして……そして、主たるレミリア様。

　会いたい。一秒でも早く会いたい。

　あの声で呼んで欲しい……

　あの目で見つめて欲しい……

　あの腕で抱きしめて欲しい……

　この身をも焦がすほどの想い、早く受け取って欲しい。

　スピードを上げる。さらに上げる。

　恋しい。恋しい。恋しい。

「レミリア様、咲夜は今すぐ戻ります……っ！」

　太陽が昇る方角に背を向け、まだ闇が色濃く残る方へと、咲夜は跳び続けた。

　一秒でも早く、愛しの人の元へと参じるために。

